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子 ど も 文 教 常 任 委 員 会 日 程 

 

 

                     日時 平成３０年１２月１０日（月） 

                       午前９時３０分  

                    場所 第１議会委員会室 

 

 

１ 議案  第５６号  藤沢市学校給食費に関する条例の一部改正について 

（教育部） 

 

２ 議会議案第 ７号  藤沢市子どもの未来応援条例の制定について 

 

３ 陳情３０第１７号  神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求 

める陳情（教育部） 

 

 陳情３０第１８号  国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳

情（教育部） 

 

４ 報   告（１）  奨学金給付事業の給付対象者の拡充について（教育部） 

（２）  第二期「藤沢市子ども・子育て支援事業計画」の策定等 

について 

（３）  浜見保育園園児アスベスト健康被害対策について 
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奨学金給付事業の給付対象者の拡充について 

 

１ 趣旨 

 平成３０年１月，日本を代表する国際的オペラ歌手である故白石敬子氏より，次の世代

を担う子どもたちへの支援を目的として，教育応援基金に５千万円のご寄付をいただきま

した。 

白石氏のご意思を踏まえ，経済的に厳しい環境にある中で医師・歯科医師を志す子ども

たちが，将来に向かって希望をもって学んでいけるよう，奨学金給付事業の給付対象者を

拡充します。 

 

２ 事業拡充のイメージ 

 奨学金給付事業の給付対象者の拡充として，現在実施している奨学金給付事業の中で，

これまでの奨学生の枠に加え，進学先を「医学部・歯学部」に限定した新たな奨学生の枠

を設けます。 

 なお，新たに設ける奨学生枠の事業名については，通称『白石敬子奨学金給付事業』と

冠して実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤沢市奨学金給付規則に基づく『奨学金給付事業』 

 
 
 
 

                ＋ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これまでの奨学生枠（３人） 

 

 

 

 

※進学先の学部の指定なし 

新たに設ける奨学生枠（１人） 

『白石敬子奨学金給付事業』 

 

 

 

進学先を「医学部・歯学部」に

限定 

藤沢市奨学金給付審査委員会 

選考に係る審査 

平成３０年１２月藤沢市議会定例会 
子 ど も 文 教 常 任 委 員 会 資 料 
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３ 給付対象者 

申請基準日時点で藤沢市に１年以上住民登録があり，以下の条件にあてはまる方を対象

とします。 

（１） 世帯等の状況 

ア から ウ のいずれかに該当する方が対象となります。 

ア 合計所得２６６万円未満（所得が給与収入の場合，年収４００万円未満相当）

世帯の子ども 

イ 生活保護受給世帯の子ども 

ウ 児童養護施設入所者または退所者 

（２） 学力・資質要件 

原則として，高校２年次の学年末における評定平均が３．７以上で進学目的が明確で

あり，学習意欲が高い者とします。 

 なお，申請時期については，高校３年生の時点で申請することが基本となりますが，学

ぶ意欲を支援するため２０歳に達するまでの間，申請可能とします。 

 

４ 給付人数 

 １年度あたり１人 

 

５ 対象とする大学等 

 学校教育法に規定する大学の医学を履修する課程，歯学を履修する課程とします。 

 

６ 給付額等について 

以下の金額を上限とし，大学の正規の修学期間内に給付します。 

（１） 給付額 

ア 入学準備奨学資金（入学金相当）  １回 ３００，０００円以内 

イ 学費奨学資金  （授業料相当）  月額  ６０，０００円以内 

 

＜1 人に対する給付金（６年間の上限金額）＞ 

入学準備

奨学資金 
学費奨学資金 

合計 

入学時 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 

３０万円 ７２万円 ７２万円 ７２万円 ７２万円 ７２万円 ７２万円 ４６２万円 

 

（２） 給付方法 

ア 入学準備奨学資金（入学金相当）  入学前に本人口座に振り込み 

イ 学費奨学資金（授業料相当）    半期（６ヶ月）毎に本人口座に振り込み 

  なお，毎年，世帯状況や学業の状況を確認し，継続給付の可否を決定します。 

（３） 給付の打ち切り，返還等について 

大学を退学，除籍等となった場合は，以降の給付を打ち切るとともに，給付した奨学

金を返還請求します。 

ただし，特段の事由により退学等となった場合は，奨学金給付審査委員会の審査に基

づき，一部返還又は免除とします。 

 



- 3 - 

７ 併給について 

 国，県又は他の団体からの給付型奨学金との併給については不可とします。なお，貸与

型奨学金との併給は可能とします。 

 

８ 給付対象者の選考 

 給付対象者については，二次審査まで実施し，世帯の状況や学業に対する意欲等を確認

の上，選考します。 

（１） 一次審査・・・・・世帯状況の確認，本人の成績 

（２） 二次審査・・・・・小論文，面接 

 なお，給付対象者の選考にあたっては，奨学金給付審査委員会の審査を経て決定します。 

 

９ 藤沢型の支援について 

給付対象となった子どもについては，入学時から卒業までしっかりとしたフォローが必

要不可欠です。このことから，３ヶ月に１回程度面談を実施することにより，生活の状況

を把握し，状況に応じた相談，助言を行うことで，本人が学業に十分に専念できる生活環

境の確保を行います。 

 

１０ 国による高等教育無償化への対応について 

国においては，高等教育の経済格差緩和措置として，低所得世帯を対象に，大学などの

高等教育の無償化を検討しており，平成３２年度からの導入が予定されています。 

本市の奨学金給付事業については，国による高等教育無償化が実施されるまでの間は，

現行の内容で実施していくものとし，国の制度が明らかになった時点で，あらためて制度

の見直しを行うものとします。 

 

１１ 事業スケジュール（案） 

 平成３２年４月入学生から給付を開始します。（平成３１年度予算） 

＜平成３１年度＞ 

（１） 事業周知・・・・・・・・・・・・・・・４月以降 

（ホームページ，広報ふじさわ掲載，チラシ配布） 

（２） 募集期間・・・・・・・・・・・・・・・６月 

（３） 選考・・・・・・・・・・・・・・・・・７月～９月 

（４） 奨学生の内定・・・・・・・・・・・・・１０月 

（５） 入学準備奨学資金の支払い・・・・・・・大学への合格確認後 

＜平成３２年度＞ 

（６） 学費奨学資金の支払い・・・・・・・・・前期分，後期分の年２回支払い 

（７） 定期面談・・・・・・・・・・・・・・・３ヶ月に１回程度実施 

 

 

以  上 

 

 

（事務担当 教育部教育総務課） 
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【参考】「これまでの奨学生枠」と「新たに設ける奨学生枠」の要件の比較 
 

 項目 これまでの奨学生枠 新たに設ける奨学生枠 

1 対象校 

大学，専門職大学，短期大学，専門

職短期大学，高等専門学校，専門学

校 

大学の医学を履修する課程，歯学を

履修する課程 

 

２ 
対象者の世帯

（収入）要件 

・住民税非課税世帯の子ども 

・生活保護受給世帯の子ども 

・児童養護施設入所者 

・合計所得２６６万円未満の世帯の

子ども 

・生活保護受給世帯の子ども 

・児童養護施設入所者 

３ 給付人数 ３人程度 １人 

４ 
学力・資質 

基準の設定 

・高校２年次学年末での評定平均が

３．１以上 

・面接，小論文にて学業に対する意

欲等を評価 

・高校２年次学年末での評定平均が

３．７以上 

・面接，小論文にて学業に対する意

欲等を評価 

５ 
授業料相当額 

の支給 

学費奨学資金（授業料相当） 

月額 ６万円以内 

同 左 

 

６ 
入学準備金の 

支給 

入学準備奨学資金（入学金相当） 

１回 ３０万円以内 

７ 給付額の調整 
国立大学の授業料減免制度を踏ま

え，給付額を調整 

８ 併給 
給付型との併給は不可 

貸与型奨学金との併給は可能 

９ 給付後の確認 毎年度学業の状況等を確認 

１０ 廃止，返還 

大学を退学，除籍等の場合は，以降

の給付を打ち切り，給付した奨学金

の返還を求める（理由により返還（全

部・一部）又は免除） 

 



平成３０年１２月定例会

番号 質問者氏名 件　　名 要　　　旨

１ 竹　村　雅　夫 １　共に生きるま

　ちづくりについ

　て

(1)　セーフティーネットとしての住宅政策

　 について

(2)  今日の知見をふまえた薬物「依存症」

　 対策について（教育部）

２ 山　内　幹　郎 １　地域商店街活

　性化について

(1)　商店街の現状

(2)　いくつかの施策・取組と今後のビジョ

　 ン

(3)　市の施策体系・産業振興計画の進捗に

　 ついて

(4)　関連する諸制度の動向と意見要望

３ 山　口　政　哉 １　２０２０年東

　京オリンピック

　・パラリンピッ

　ク競技大会に向

　けて

(1)　セーリングワールドカップ江の島大会

　 を踏まえた今後の取組について

  （生涯学習部）

(2)  東京２０２０大会に向けた周辺地域の

　 環境整備について

(3)　聖火リレールートについて（生涯学習部）

２　東京２０２０

　大会終了後のレ

　ガシー創出につ

　いて

(1)　ボランティア人材の育成と大会終了後

　 の活用方策について（生涯学習部）

(2)  旧女性センター跡地について

４ 有　賀　正　義 １　魅力あるまち

　づくりについて

(1)　文化事業について（生涯学習部）

(2)　海水浴場関連事業について

２　地域主体のま

　ちづくりについ

　て

(1)　辻堂地区の土地活用について

３　地域包括ケア

　システムについ

　て

(1)　自立支援について

一 般 質 問 の 件 名 及 び 要 旨



番号 質問者氏名 件　　名 要　　　旨

５ 武　藤　正　人 １　藤沢市の「住

　民の福祉の増進」

　の取組みについ

　て

(1)　行政運営について

(2)　不適正な事務処理について

６ 味　村　耕太郎 １　福祉行政につ

　いて

(1)　国民健康保険について

２　保育行政につ

　いて

(1)　子育て支援をめぐる諸課題について

(2)　地域の課題について

７ 東　木　久　代 １　２０４０年へ

　「活力ある地域

　共生社会の実現」

　について

(1)　「子どもの貧困対策」等について

(2)　人生１００年時代の生涯現役促進施策

　 について（生涯学習部）

(3)　市民にわかりやすい相談支援体制等に

　 ついて

(4)　地域マネジメントについて

８ 清　水　竜太郎 １　教育改革につ

　いて

(1)　２１世紀にふさわしい教育について

    （教育部）

９ 北　橋　節　男 １　地域によりそ

　う交通網につい

　て

(1)　おでかけ六会について

２　商店会振興に

　ついて

(1)　コラボレーションについて

３　文化創出につ

　いて

(1)　拠点としての図書館について

    （生涯学習部）

１０ 永　井　　　譲 １　公共施設の有

　効活用について

(1)　各分野の施設を有効活用するための施

 　策について（生涯学習部）



番号 質問者氏名 件　　名 要　　　旨

２　誰もが安心し

　て暮らせる藤沢

　づくりについて

(1)　「住民福祉の増進」のために進める，

　 具体的施策について

１１ 平　川　和　美 １　誰にも優しい

　まちづくりにつ

　いて

(1)　障がい者支援について（教育部）

１２ 土　屋　俊　則 １　福祉の充実に

　ついて

(1)　介護保険について

(2)　藤沢型地域包括ケアシステムについて

２　地域の課題に

　ついて

(1)　藤沢地区について

(2)　村岡地区について（生涯学習部）

１３ 塚　本　昌　紀 １　安全安心につ

　いて

(1)　避難誘導について

２　地域福祉につ

　いて

(1)　民生委員活動の支援について

１４ 井　上　裕　介 １　全庁課題につ

　いて

(1)　働き方改革について

２　まちづくりに

　ついて

(1)　ホテル誘致について

１５ 阿　部　すみえ １　誰もが輝ける

　まち・ふじさわ

　について

(1)　がん患者等への支援等について（教育部）

２　子どもたちの
　未来を守るまち
　・ふじさわにつ
　いて

(1)　発達障がいの相談支援について（教育部）

１６ 佐　賀　和　樹 １　市民の声につ

　いて

(1)　意見，要望，苦情に対する対応，受け

　 止め方について



番号 質問者氏名 件　　名 要　　　旨

２　シティプロモ

　ーションについ

　て

(1)　最大のシティプロモーションツール｢オ

　 リンピック」の活用について（生涯学習部）

１７ 神　村　健太郎 １　マルチパート

　ナーシップに基

　づく公民連携等

　の推進について

(1)　現在までの取組の検証について

(2)　藤沢の未来に向けた新たな実践につい

　 て

１８ 桜　井　直　人 １　健康寿命日本

　一へ向けた取り

　組みについて

(1)　今後の取組みについて

(2)　健康経営について

(3)　健康のセルフチェックについて

２　藤沢市北部の

　まちづくりにつ

　いて

(1)　長後地区のまちづくりについて

(2)　北部観光について

３　市長の政治姿

　勢について

(1)　目指す将来像について

(2)　目標を達成するための取組みについて

１９ 柳　沢　潤　次 １　「藤沢市行財

　政改革２０２０」

　について市長の

　政治姿勢を問う

(1)　行政改革について

(2)　財政改革について

(3)　職員の意識改革について

２０ 西　　　　　智 １　子供の健康に

　ついて

(1)　子供の弱視の早期発見のための取り組

　 みについて

２　子供が安心し

　て学べる環境に

　ついて

(1)　小中学生のかばんの重さを減らすため

　 の対応について（教育部）

３　子育てを支え

　る環境について

(1)　小学生の放課後の居場所づくりについ

　 て



番号 質問者氏名 件　　名 要　　　旨

２１ 酒　井　信　孝 １　ごみ・リサイ

　クルについて

(1)　自転車等の不法投棄について

(2)　ごみの減量・再資源化について

２　子どもを取り

　巻く安全情報に

　ついて

(1)　市境地域の情報共有について（教育部）

３　ジェンダー差

　別について

(1)　市職員の服装規定について

４　庁舎の防火管

　理体制について

(1)　消火器の表示について

２２ 加　藤　　　一 １　本市の産業政

　策について

(1)　市内企業の新たな取組への参画につい

　 て

(2)　既存企業への新たな支援策について

２３ 原　田　伴　子 １　未来を選択す

　る市政運営につ

　いて

(1)　「平穏死」を通して考える家族や地域

　 のカタチについて

(2)　政策の優位性を活かしたまちづくりに

　 ついて

２４ 堺　　　英　明 １　本市の教育行

　政について

(1)　小学校教諭における不祥事について

    （教育部）

２　市長の政治姿

　勢について

(1)　財源不足とその対応について

(2)　行財政改革・職員給与削減について


